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 論文審査の結果の要旨
 有機化学において三員環はその高いひずみエネルギーと特異な炭素一炭素結合の性質から,それ
 を含む有機化合物は物理性および化学反応性の見地から興味あるものである。伊藤善寅提出の論文
 は,特異な性質を有するトロポン(2,4,6一シクロヘプタトリエノン)の二重結合を三具環に置換
 した,通称ホモトロポン類の合成とそれらの物理的,化学的性質を研究したもので6章から成って
 いる。
 第1章では,過去の関連研究を概観し,本研究の目的,意義について述べている。
 第2章では・想定可能な4種のビスホモトロポンと3種のトリスホモトロポンのうち,前者につ
 いては3種,後者については1種の母体化合物を初めて合成した。また,エポキシ環を含む数種の
 関連化合物の合成も行っている。
 第3章では,合成したこれらの化合物や2,3一ホモトロポンの化学的性質,すなわち,環状付加
 反応,熱異性化反応および光化学反応等について研究している。この中で,2,3一ホモトロポンが
 Diels-AIder反応に対し,ジエンおよびジエノフィル両様の性質を示し,前者の性質がルイ
 ス酸により極めて助長されること,さらにある種のジエンと[3C(2π)+4π]型付加反応を
 行うことを見い出し興味深い。また,anti-2,3;4,5一ビスホモト・ポン類の光反応において,
 主として2,4,8一シク・ノナトリエノン類が生成することを見い出し,種々の実験から,これらの
 反応がsingjet励起状態から開始され,シクロプロパノン誘導体を中間体とするとの興味ある
 結論を得ている。きらに・この反応経路に対して官能性置換ノ,隻の影響が大きいことや他のビスホモ
 トロポンにおいては反応成積体が全く異なることも述べている。
 第4章では,ビスホモトロポンやトリスホモトロポンから誘導されるカルベン類の反応について
 研究し,興味ある反応成稿体を捕捉あるいは単離により確認している。これらの結果から,ホモト
 ・ポン類から生成されるカルベン類において,存在する三員環の数により反応様式が全く異なるこ
 とを明らかにした。
 第5章では,ホモ芳香族性の観点から数種の1,2一ホモヘプタフルベン類を合成し,それらのス
 ペクトル的性質から,2,3一ホモトロポンと同様、顕著なホモ芳香族性を示さないことを明らかに
 している。
 第6章では,本論文の総括を行っている。
 以上,本論文は4種の母体ホモト・ポン類を初めて合成し,それらの化学反応により幾つかの興
 味ある知見を得ている。ここに示された研究内容は提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度
 の研究能力と学識を有することを示している。よって,伊藤善寅提出の論文は理学博士の学位論文
 として合格と認める。
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